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は 

じ 

め 

に

　

北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
開
業
と
同
じ
年
に
今
立
郡
分
立
千
二
百
年
記
念
日

（
分
立
は
弘
仁
十
四
年
〈
八
二
三
〉）
を
控
え
る
こ
の
年
に
、
今
立
郡
に
関
わ
る

稀
覯
本
と
の
出
合
い
が
あ
り
、
そ
の
出
合
い
を
機
に
更
な
る
稀
覯
本
と
の
出
合

い
が
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
そ
の
稀
覯
本
『
越
路
草
』
を
目
に
し
た
昨
年
は
刊
行

三
四
〇
年
に
当
た
る
。
そ
れ
ら
の
顛
末
を
記
す
と
と
も
に
、
稀
覯
本
の
内
容
を

紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

　

ま
ず
岡
部
静
雄
編
著
の
『
今
立
郡
誌
編
纂
余
録
』
と
『
味
真
野
村
誌
』
な
る

謄
写
版
刷
り
の
和
綴
じ
本
を
入
手
し
た
。
い
ず
れ
も
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
書

籍
で
、
そ
の
写
本
は
越
前
市
立
図
書
館
の
庭
本
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
の
み

で
あ
る
。
こ
の
稀
覯
本
関
連
書
籍
を
探
索
す
る
過
程
で
『
郡
誌
編
纂
材
料
』
な

る
今
立
郡
誌
編
纂
原
資
料
と
出
合
い
が
あ
り
、
さ
ら
に
越
前
府
中
で
初
め
て
刊

行
さ
れ
た
俳
書
『
越
路
草
』
の
未
発
見
の
「
巻
第
三
秋
之
部
」
と
の
出
合
い
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
今
立
郡
誌
編
纂
」
関
係
と
「
越
路
草
」
関
係
と
の
二
題
に

分
け
て
記
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　

一　
『
今
立
郡
誌
』
の
編
纂
を
辿
る

　

本
章
で
は
前
述
の
書
な
ど
か
ら
郡
誌
編
纂
の
進
め
方
と
そ
の
デ
ー
タ
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
現
存
資
料
の
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

（
一
）『
今
立
郡
誌
』
編
纂
の
進
め
方
と
そ
の
デ
ー
タ

①
『
今
立
郡
誌
』
編
纂
の
進
め
方

　

当
該
誌
の
編
纂
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
『
今
立
郡
誌
』
の
「
本
誌
編
纂
の
主

旨
」
に
「
郡
長
は
郡
内
有
識
の
士
十
二
名
に
常
任
委
員
を
委
託
し
、
尚
郡
内
の

各
町
村
長
、
各
小
学
校
長
、
及
び
神
官
僧
侶
並
知
名
の
士
等
、
百
九
名
に
編
纂

委
員
を
嘱
託
し
、
特
に
常
任
委
員
岡
部
静
雄
に
専
務
書
記
を
命
じ
執
筆
を
託
す

る
こ
と
と
し
た
り
。
明
治
四
十
二
年
三
月
郡
内
各
小
学
校
長
よ
り
提
出
せ
る
取

稀
覯
本
と
の
出
合
い
二
題
　
―
『
今
立
郡
誌
』
編
纂
と
『
越
路
草
』
を
中
心
と
し
て
―

池
　
田
　
正
　
男
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調
書
を
材
料
と
し
、（
中
略
）
七
月
三
十
一
日
編
纂
を
結
了
せ
り
」
と
あ
っ
て
、

時
の
皇
太
子
（
後
の
大
正
天
皇
）
の
北
陸
行
啓
に
際
し
て
台
覧
に
供
す
べ
く
、

急
遽
編
纂
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
明
治
四
十
二
年
九
月
の
行
啓
に
間
に
あ
っ

た
こ
と
が
知
れ
る
。
あ
ま
り
に
も
短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ウ

ム
は
四
〇
〇
頁
強
と
い
う
至
っ
て
薄
い
成
果
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
み

ら
れ
る
。
そ
の
編
纂
デ
ー
タ
は
各
村
の
小
学
校
単
位
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
明
治

四
十
二
年
三
月
に
提
出
さ
れ
、
わ
ず
か
四
ヶ
月
で
編
纂
を
終
わ
ら
せ
た
と
い
う

具
合
で
あ
っ
た
。

②
編
纂
デ
ー
タ
資
料
と
そ
の
現
存
資
料

　

岡
部
静
雄
は
『
今
立
郡
誌
』
の
編
纂
常
任
委
員
と
専
務
書
記
を
担
っ
た
人
で

あ
る
。『
今
立
郡
誌
編
纂
余
録
』
は
、
そ
の
岡
部
が
『
郡
誌
』
編
纂
に
携
わ
っ

た
際
の
問
題
点
や
疑
問
点
、
伝
承
等
の
真
偽
な
ど
の
主
張
を
記
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
論
中
に
各
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
名
を
典
拠
と
し
て
記
し
て
い

る
（
表
１
）。

　

典
拠
資
料
の
殆
ん
ど
が
、
初
見
の
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
村
誌
名
で
は
、
北

新
庄
・
河
和
田
・
服
間
・
岡
本
・
北
日
野
・
新
庄
・
国
中
・
上
池
田
・
片
上
、

郡
誌
材
料
で
は
粟
田
部
・
誠
照
寺
・
証
誠
寺
・
新
横
江
・
中
河
・
北
日
野
・
神

明
・
新
荘
・
岡
本
・
服
間
・
中
山
郷
・
片
上
・
河
和
田
な
ど
で
あ
る
。
な
お
今

立
郡
は
一
町
一
七
村
あ
り
、
そ
の
資
料
デ
ー
タ
は
町
村
別
に
纏
め
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
り
、
県
立
図
書
館
に
『
今
立
郡
誌
編
纂
材
料
』
と
し
て
一
部
が
現
存

し
て
い
る
（
表
２
）

③
今
立
郡
誌
編
纂
材
料
の
書
誌

　

県
立
図
書
館
蔵
の
『
今
立
郡
誌
編
纂
材
料
』
の
書
誌
を
表
３
に
示
す
。 

箇所 典拠資料名 典拠箇所
1 ウ 味真野名跡志 継体天皇
2 オ 粟田部村誌編纂材料 継体天皇
5 ウ 漆商工会調査書 漆業沿革
6 ウ 味間野記 継体天皇
8 ウ 越路草 禅海長者
14 ウ 明治 42 年提出真柄遺跡書 勾の里
15 オ 北新庄村誌 下真柄天皇田
15 ウ 今立郡誌所載 上真柄勾の里
18 オ 片上村別所羽太明神 片上村月見石
25 オ 北中山落井正立寺由緒書 三何王月見石
25 オ 北新庄中新庄妙順寺由緒中 妙順寺
25 オ 新横江村下新庄十王寺由緒中 十王寺
25 ウ 河和田村禅定寺古跡 禅定寺
26 オ 河和田村誌 長禅寺
26 オ 舟津神社由緒中 舟津神社
26 オ 服間村誌 朽飯神社
26 オ 岡本村誌 成願寺
26 ウ 北日野村誌 日野神社
26 ウ 新庄誌 下新庄諏訪
26 ウ 国中郷土誌 国中神社
26 ウ 上池田村誌 須波阿須疑
26 ウ 片上村誌 別所西称寺
27 オ 毫摂寺伝灯略歴中 毫摂寺
27 オ 北新庄村誌 三ツ屋加茂神社
27 オ 片上羽太明神中 羽太明神
31 オ 毫摂寺伝灯略歴付録 毫摂寺
33 ウ 誠照寺由緒郡誌材料 誠照寺

箇所 典拠資料名 典拠箇所
36 ウ 享保書上 誠照寺
37 オ 郡誌材料として同寺縁起 証誠寺
39 オ 証誠寺提出郡誌材料 証誠寺
39 ウ 新横江村提出郡誌材料 村国正善寺浄徳寺清誓寺
40 オ 郡誌材料中河村誌 新出誓願寺
40 オ 郡誌材料北日野村誌 帆山円照寺
43 オ 神明村誌郡誌材料 神明神社
44 オ 中河村誌郡誌材料 下河端神明神社
45 オ 郡誌材料として提出粟田部村誌 岡太神社
46 ウ 郡誌材料新荘誌 下新庄剣神社
47 ウ 郡誌材料北日野発育校誌 日野神
49 オ 郡誌材料岡本村誌 大瀧神社
49 ウ 郡誌材料服間村誌 朽飯神社
50 ウ 郡誌材料中山郷誌 国中神社
51 オ 郡誌材料明化校取調書 河和田神社（刀那）
51 ウ 郡誌材料文昌校取調書 河和田神社
52 オ 郡誌材料服間村誌 水間神社
52 ウ 郡誌材料中河村誌 花出稲荷神社
52 ウ 郡誌材料片上村誌 吉谷春日神社
52 ウ 寺院縁起 吉谷春日神社
54 オ 郡誌材料発高校調査 帆山神社
54 オ 郡誌材料柔順校調査 石部神社
54 ウ 郡誌材料河和田村調査 小坂敷山神社
55 オ 郡誌材料南越校調査 加多志波神社
55 ウ 郡誌材料合志校調査 入谷鵜甘神社
56 オ 小山田神社明細帳 小山田神社

表 1　今立郡誌編纂余録の記載の典拠資料名

（箇所：筆者所蔵本の記載箇所）
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北
中
山
村
・
粟
田
部
村
・
岡
本
村
・
上
池
田
村
・
下
池
田
村
・
服
間
村
・
河

和
田
村
の
八
ケ
村
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
当
時
の
村
区
分
で
あ
る

た
め
、
現
在
は
越
前
市
域
の
南
中
山
区
で
あ
る
赤
坂
が
北
中
山
と
し
て
残
っ
て

い
る
。
各
村
に
あ
る
尋
常
小
学
校
が
ま
と
め
た
も
の
を
事
務
局
に
送
っ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
急
な
要
求
で
あ
っ
た
た
め
か
、
記
事
は
一
貫
性
を
欠
い

た
も
の
に
な
っ
た
。

④
そ
の
他
の
現
存
資
料
の
書
誌

　
『
郡
誌
編
纂
材
料
』
以
外
の
資
料
の
書
誌
を
表
４
に
記
す
。

No 地区名 余録典拠資料名 村誌 村是
1 鯖江町

② 味真野 合志校調査 △岡部編味
真野村誌

③ 北新庄 北新庄村誌
④ 国高 ◎ M43.10

5 新横江 新横江村提出郡誌材
料・新荘誌 ◎ M42.9

⑥ 北日野 北日野村誌・発高校・
発育校 ◎ M43.3

7 舟津 ◎ M42.11
8 神明 神明村誌
9 中河 中河村誌 ◎ M43.5
10 片上 片上村誌
⑪ 南中山 国中郷誌・中山郷誌 △赤坂区のみ

12 北中山 北中山村誌・南越校・
柔順校 ◎

⑬ 粟田部 粟田部村誌 ◎
⑭ 岡本 岡本村誌 ◎
15 上池田 上池田村誌 ◎
16 下池田 ◎
⑰ 服間 服間村誌・明化校 ◎ ◎ M44.5
18 河和田 河和田村誌・文昌校 ◎

表 2　典拠資料名と村誌・村是の現存状況

○数字は越前市域　◎現存　△一部現存　数字は発行年月

No 村名 資料名 提出校 対象地域 主要記事（数字は丁数） 全丁数

1 北中山村

北中山村赤坂区誌 化致小学校 赤坂 地理 6、歴史 8 14
郷土誌編纂資料 中山尋常小学校 落井・松成・下戸口 地理 6、歴史 10 16
柔順小学校下地理
歴史調 柔順小学校 三峰・上戸口・中戸

口・磯部 地理 5、歴史 5、報徳 6 16

北中山村新堂川島
区誌 南越尋常小学校 新堂・川島 地理歴史 11、忠僕３、満願寺履歴 1、正立寺３ 18

2 粟田部村 粟田部村誌 不記載 全域
地理 8、沿革 2、名所旧跡 3、人物 11、教育 2、童話 4、
俗謡 5、流行歌 2、里謡 1、祭礼旧慣 15、風景社寺 7、
木津家 3、その他 27

90

3 岡本村 岡本村誌 清慎尋常高等尋常
小学校 全域 地理 13、歴史 9、風俗 8、俗歌方言 5、社寺 8、旧家 6、

団体 1、製紙の沿革 4、善休寺 5、月尾名所旧跡誌 61

4 上池田村
郡誌編纂材料 水海尋常小学校 水海・美濃俣 地理歴史 30、神社 19 49

上池田高等小学校 上池田高等小学校 上記以外 地理歴史 10、池田惣社 20、水戸浪士 4、畜産 4、電
気事業 2、人物 2、その他 6 48

5 下池田村 下池田村郷土誌 松雲尋常小学校 全域 地理歴史 11、水戸浪士 4 18

6 服間村

服間村誌取調書 清嘉尋常小学校
朽飯・高岡・藤木・
領家・春山・波垣・
東樫尾

地理歴史 43 43

地理歴史教授材料
調査書 明化尋常小学校 横住・清根・相木・

西河内 地理歴史 32 32

国光尋常小学校下
郷土誌 国光尋常小学校

室谷・長谷・北坂下・
殿・大谷・南中・赤
谷

地理歴史 15 15

村誌 水間尋常小学校 炭焼・柳・市野々 地理歴史 15 15
その他 真勝寺事蹟届書 20、上原吉康言行録 25、他 9 54

7 河和田村

今立郡誌編纂材料
文昌校学区内 文昌尋常小学校

金谷・寺中・北中・
清水・尾花・沢・上
河内

地理歴史 50 52

タイトルなし 愛敬尋常小学校 別司・小坂・莇生田・
片山・西袋 地理歴史 53p 55

その他 日本漆工会 4、請願書 6、他 14、人物由来他 17 41

表 3　今立郡誌編纂材料の書誌

地理　①位置②地勢③広袤④気象⑤戸数人口⑥官衙学校⑦運輸交通⑧人情風俗⑨物産⑩納税⑪鉱山鉱泉⑫生業⑬協会
歴史　①沿革②遺物③人物④教育⑤雑祖⑥神社寺院
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No 資料名 発行年月 著者 項目 丁・頁数 活・謄 所蔵者 注記

1 今立郡誌編纂
余録 記載なし 岡部静雄 3 項参照 56 丁 謄写 筆者 文中に M42.6 の現

今に於て

2 今立郡誌編纂
余録 記載なし 岡部静雄 同上 119 丁 写本 越前市立図書館

庭本文庫
後記に窪田孝哉の
ものを S12.5 写す

3 今立郡誌編纂
材料 M42.3 表３参照 637 丁 手書 県立図書館

4 味真野村誌Ａ M34 年以降 岡部静雄 位置広袤、地勢山川、区人
口、名所旧跡 33 丁 謄写 筆者 文 中 に M33 の 人

口。渡邊清三郎写

5 味真野村誌Ｂ M38 年以降 岡部静雄

地理（沿革・位置広袤・地
勢山川・区人口）、名所旧
跡神社仏閣、産業、文物

59 丁 謄写 筆者 文中に M38 の現今
に至迄。同上写

6 味真野村誌Ｃ M39.10 岡部静雄 108 丁 写本 越前市立図書館
庭本文庫

T １・８窪田氏写
し、S5.11 庭本写す

7 味真野村誌Ｄ M39.10 岡部静雄 110 丁 写本 越前市立図書館
庭本文庫

S12.6 窪田本を借り
て写す

8 味真野通誌 M43.1 萩原正基 地誌、史誌、史誌考 126 頁 活字 県立図書館 皇太子の台覧に供

9 味真野古跡談 M41.12 岡部静雄
汗斯王・継体旧跡・勾里・
桧隈・五皇・子安・花筐・
等

7 丁 手書 筆者
富士廼家書巣の印

（窪田孝哉旧蔵）、
福井新聞連載

10 味真野古跡談 M41.12 岡部静雄 7 丁 写本 越前市立図書館
庭本文庫

味真野村誌Ｃの末
尾に合冊、後跋に
近頃生は味真野村
誌を編て云々

11 福井県今立郡
河和田誌 M36.2 藤田某

地勢・広袤・山川・町村・
神社・寺院・古跡・人物風
俗・運輸物産・鉱泉

42 丁 手書 鯖江市立図書館 頭 書 に M31.12 調
査

12 誠照寺史要 M42.12 二条源遵 省略 67 頁 活字 筆者 誠照寺由緒書と同
文

13 新横江村是 M42.9 主任三田村賀一郎 省略 87 頁 活字 県立図書館

14 舟津村是 M42.11 主任斎藤六兵衛 省略 123 頁 写本 県立文書館
凡 例 に M39 乃 至
M41 の 3 ヶ年を対
象

15 北日野村是 M43.3 主任坂野重太郎・
佐野喜増治 省略 136 頁 活字 県立図書館

16 中河村是 M43.6 不記載 省略 197 頁 活字 筆者

17 国高村是 M43.10
主 査 小 泉 六 右 衛
門・主任村上栄太
郎

省略 342 頁 活字 県立図書館

18 服間村是 M44.5 主任上坂與三吉・
長谷川與一 省略 400 頁 活字 県立図書館

19 味真野名跡志 文化年中 不詳

味間野・大跡部・日野山・
真柄・花筐桜・大坪・文室・
毫摂寺・城福寺・小丸城・
鞍谷御所・霊泉寺・池泉・
余川・五ケ庄・五分一・野
野宮跡

10 丁 手書 一向一揆資料集

20 味間野記 天保年間 不詳 不詳 稿本 2 冊 手書 所在不詳

21 越路草 延宝 7 年 柴垣卜琴 省略 不詳 版本

福井県古俳書大
観続編（第１松
宇文庫・第２藤
園堂）・第３県
立博物館

四季別の 4 巻が刊
行されたが、春夏
秋巻が現存してい
る

表 4　その他の現存資料の書誌
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六
十
四
巻
二
号

（
二
）
皇
太
子
（
後
の
大
正
天
皇
）
北
陸
行
啓
台
覧

①
そ
の
他
の
郡
誌
編
纂

　

県
内
の
郡
誌
編
纂
状
況
を
み
て
み
る
と
、『
今
立
郡
誌
』
に
は
「
東
宮
殿
下

北
陸
行
啓
紀
念
・
明
治
四
十
二
年
己
酉
年
九
月
」
の
印
が
押
さ
れ
台
覧
に
供
し

た
こ
と
が
知
れ
る
。『
足
羽
郡
誌
』『
吉
田
郡
誌
』『
丹
生
郡
誌
』
も
東
宮
殿
下

行
啓
に
向
け
て
刊
行
さ
れ
、『
今
立
郡
誌
』
と
同
様
に
少
な
い
ボ
リ
ュ
ウ
ム
で

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
坂
井
郡
誌
』は
明
治
三
五
年
に
一
旦
、稿
が
出
来
上
が
っ

て
い
た
が
、
結
局
は
四
五
年
七
月
に
発
行
さ
れ
た
。『
三
方
郡
誌
』
も
少
し
遅

れ
た
四
四
年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
大
野
郡
誌
』
の
序
文
に
は
行
啓

に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、学
校
村
吏
関
係
者
を
動
員
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、

行
啓
よ
り
遅
れ
て
四
四
年
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

参
考
ま
で
に
、
こ
の
行
啓
の
日
程
に
つ
い
て
は
『
大
正
天
皇
実
録　

第
三（

（
（

』 

に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
脱
稿
の
後
、『
東
宮
殿
下
北
陸
行
啓
画
報（

（
（

』
な
る
Ｂ

４
判
の
四
八
頁
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
図
録
を
入
手
し
た
。
ま
た
同
年
に
『
越
山
若

水
』
副
題
「
行
啓
記
念
写
真
集（

（
（

」、『
福
井
県
敦
賀
郡
名
所
古
蹟
写
真
帖（

（
（

』
も
刊

行
さ
れ
て
い
る
。

②
村
是
の
編
纂

　
「
郡
史
」「
郡
誌
」
の
過
去
を
振
り
返
る
の
に
対
し
、「
村
是
」
は
現
在
と
未

来
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
村
誌
」
と
同
時
並
行
し
て
編
纂
が
進
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
だ
。
今
立
郡
内
の
村
是
の
発
行
は
『
新
横
江
村
是
』
に
「
皇
太

子
殿
下
行
啓
・
明
治
四
十
二
年
九
月
二
十
二
日
」
の
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
郡

内
で
唯
一
、
皇
太
子
の
行
啓
に
間
に
合
わ
せ
て
い
る
。
他
に
も
舟
津
村
、
北
日

野
村
、
中
河
村
、
国
高
村
、
服
間
村
の
『
村
是
』
が
行
啓
後
に
発
行
さ
れ
て
い

る
が
、『
今
立
郡
誌
』
の
編
纂
と
同
時
並
行
し
て
村
是
の
策
定
作
業
も
進
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
表
２
に
は
「
郡
誌
編
纂
デ
ー
タ
」
の
現
存
に
加
え
、

村
是
の
現
存
を
明
示
し
て
お
く
。

　

な
お
現
存
資
料
は
奇
し
く
も
「
郡
誌
編
纂
デ
ー
タ
」
と
「
村
是
」
は
互
い
に

補
完
し
合
っ
て
い
る
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

（
三
）
ま
と
め
と
補
記

①�

本
稿
の
調
査
を
通
じ
、
余
り
着
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
貴
重
な
資
料
の
存
在

を
明
ら
か
に
で
き
た
。
恐
ら
く
村
誌
の
嚆
矢
と
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
活
字

化
し
て
広
く
の
方
々
に
提
供
で
き
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

②�

『
今
立
郡
誌
編
纂
余
録
』
か
ら
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
稿
本
の
存
在
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
『
余
録
』
に
抄
出
引
用
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な

引
用
文
が
多
く
あ
る
点
で
大
変
貴
重
で
あ
る
。

③�

『
余
録
』『
味
真
野
村
誌
』
の
著
者
岡
部
静
雄（

（
（

、こ
の
写
本
記
述
者
の
庭
本
雅

夫（
（
（

、庭
本
へ
の
資
料
提
供
者
の
窪
田
孝
哉（

（
（

に
つ
い
て
稿
末
に
注
記
し
て
お
く
。

④�

『
北
新
庄
村
誌
』
は
現
存
し
な
い
が
、
か
っ
て
は
学
校
に
も
控
え
の
村
誌
が

実
在
し
て
い
た
よ
う
だ（

（
（

。

　
　
　

二　

�

俳
諧
撰
者
「
卜
琴
」
の
人
脈
調
査
と
『
越
路
草
』
引
用
原

書
の
探
索

（
一
）
は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
中
期
以
降
に
越
前
府
中
で
毎
年
刊
行
さ
れ
た
『
越
府
』
な
る
俳
書

と
出
会
い
、
そ
れ
を
通
じ
て
越
前
市
で
の
俳
諧
の
原
初
は
柴
垣
卜
琴
の
手
に
な
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稀
覯
本
と
の
出
合
い
二
題

る『
越
路
草
』で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
加
え
て
前
述
の
よ
う
に
村
誌
等
に『
越

路
草
』
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
こ
の
原
書
探
索
を
始
め
た
。『
越
路
草
』
な
る

書
籍
は
俳
書
で
あ
り
『
福
井
県
古
書
俳
書
大
観　

続
編（

（（
（

』
に
春
と
夏
の
二
巻
の

翻
刻
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
引
用
箇
所
は
こ
こ
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
書
に
よ
れ
ば
『
越
路
草
』
な
る
書
は
四
巻
か
ら
な
る
が
、
現
存
は
春
と
夏

の
巻
の
み
で
あ
る
と
記
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
と
あ
る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
に
『
越
路

草
』「
巻
第
三
秋
之
部
」
の
一
巻
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
、
早

速
閲
覧
さ
せ
て
戴
い
た
の
で
紹
介
す
る
が
、ま
ず
概
要
か
ら
記
し
た
い
と
思
う
。

（
二
）
俳
書
『
越
路
草
』
の
撰
者
の
概
要

　
『
越
路
草
』
を
撰
し
た
卜
琴
に
つ
い
て
概
要
を
記
し
て
お
き
た
い
。
元
禄
二

年
（
一
六
八
九
）
に
奥
の
細
道
で
芭
蕉
が
通
過
す
る
十
二
年
も
前
に
京
都
人
な

が
ら
越
前
府
中
に
住
し
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
『
玉
江
草（

（（
（

』
を
刊
行
し
、

次
い
で
同
七
年
に
『
越
路
草
』
を
刊
行
し
た
。
芭
蕉
以
前
の
俳
諧
は
越
前
で
は

敦
賀
と
福
井
が
先
行
し
、
敦
賀
で
は
日
能
が
京
都
本
能
寺
か
ら
敦
賀
本
勝
寺
へ

住
職
と
し
て
来
敦
し
、
貞
門
系
の
祖
貞
徳
と
は
親
し
か
っ
た
た
め
、
貞
門
系
の

俳
諧
が
広
ま
っ
た
。
し
か
し
敦
賀
で
貞
門
系
の
俳
書
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た（

（（
（

。

　

福
井
で
は
京
都
に
住
ん
で
い
た
北
村
季
吟
・
重
頼
・
貞
室
・
湖
春
・
卜
琴
ら

の
撰
に
入
集
す
る
者
が
目
立
つ
が
、
福
井
の
地
で
貞
門
系
の
俳
書
が
刊
行
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（（
（

。 

　

さ
て
、
卜
琴
（
松
風
軒
、
柴
垣
氏
）
は
京
都
乙
訓
郡
大
山
崎
生
ま
れ
で
、
季

吟
門
下
の
高
弟
だ
っ
た
が
、
後
年
に
は
越
前
府
中
に
住
み
、
俳
諧
活
動
に
力
を

尽
く
し
た
。
師
の
季
吟
は
松
永
貞
徳
（
貞
門
派
の
祖
）
の
流
派
に
属
し
た
こ
と

か
ら
、
卜
琴
も
こ
の
貞
門
系
に
属
し
た
。
因
み
に
芭
蕉
も
季
吟
に
師
事
し
貞
門

系
で
あ
る
。

　

貞
門
系
の
特
徴
の
一
つ
は
本
歌
取
り
、
つ
ま
り
和
歌
・
物
語
・
漢
詩
文
・
謡

曲
等
を
題
材
と
し
た
も
の
。
さ
ら
に
は
百
韻
で
は
町
名
・
魚
鳥
名
・
謡
名
な
ど

一
定
の
物
名
を
詠
み
込
ん
で
い
る
も
の
。
こ
れ
ら
の
句
が
貞
門
系
の
特
徴
で
あ

る
の
に
対
し
、
井
原
西
鶴
ら
の
属
す
る
談
林
系
俳
諧
の
特
徴
は
自
ら
も
笑
い
、

他
を
も
大
笑
い
さ
せ
る
の
が
身
上
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
刊
の
『
元
禄
百
人
一
句
』
に
卜
琴
が
府
中
住
と
出

て
お
り
、
こ
の
頃
ま
で
当
地
で
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
は
芭
蕉
門

下
の
美
濃
の
各
務
支
考
が
来
越
し
、
そ
の
指
導
を
受
け
た
上
坂
嵐
枝
が
享
保

十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
『
文
月
往
来
』
を
刊
行
す
る
ま
で
三
十
年
余
を
費
や

す
に
至
る
。

　

以
上
、
今
日
武
生
で
は
卜
琴
は
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
が
、
芭
蕉
門
派

一
色
に
な
る
以
前
に
当
地
で
一
世
を
風
靡
し
た
俳
諧
に
触
れ
る
こ
と
は
貴
重
で

あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
こ
の
稀
覯
本
の
発
見
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

（
三
）
卜
琴
撰
俳
書
の
概
要

　

①
玉
江
草

　

・
延
宝
五
年
九
月
刊

　

・
発
句
付
句
集　

全
五
冊
（
一
～
四
巻
季
別
発
句
集
、
五
巻
付
句
集
）

　

・
序
文
北
村
季
吟　

跋
文
卜
琴　

・
春　

三
三
二
句　

・
夏　

二
一
五
句

　

・
秋　

三
一
一
句　

・
冬　

一
七
四
句　

・
付
句　

二
六
八
句

　

・
天
理
図
書
館
所
蔵
の
版
本
に
よ
る
同
翻
刻
五
六
三
号



46

若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
二
号

　

・『
福
井
県
古
俳
書
大
観
』（
齊
藤
耕
子
著
）
に
よ
る（

（（
（

　

②
越
路
草　

巻
第
一　

　

・
延
宝
七
年
頃
（
刊
記
な
し
）　

・
序
文
季
吟　

自
序
卜
琴

　

・
独
吟
三
六
句　

卜
琴　

・
春
の
部　

三
五
五
句　

・
松
宇
文
庫
蔵
の
版
本

　

・『
福
井
県
古
俳
書
大
観
続
編
』（
齊
藤
耕
子
著
）
に
よ
る（

（（
（

 

　

③
越
路
草　

巻
第
二

　

・
夏
の
部　

三
〇
四
句　

・
藤
園
堂
蔵
の
版
本

　

・『
福
井
県
古
俳
書
大
観
続
編
』（
齊
藤
耕
子
著
）
に
よ
る（

（（
（

　

④
越
路
草　

巻
第
三

　

・
第
一
丁　

巻
第
三
題
目
録
、（
第
二
丁　

同
目
録
欠
く
）

　

・
第
三
丁
オ　

同
題
目
録　

・
第
三
丁
ウ
～
第
四
七
丁
ウ　

秋
の
部

　

・
秋
の
部　

四
一
三
句　

・
福
井
県
立
博
物
館
蔵
の
版
本
に
よ
る

（
四
）
「
越
路
草　

巻
第
三
」
の
概
要

　

当
句
集
に
は
全
二
三
三
人
、
四
一
三
首
が
収
め
ら
れ
、
内
訳
は
多
い
順
に

府
中
四
六
人
（
二
〇
％
）
八
九
首
（
二
一
・
四
％
）、
福
居
三
九
人
（
一
七
％
）

九
一
首
（
二
二
％
）、
三
国
三
七
人
（
一
六
％
）
六
九
首
（
一
六
・
八
％
）、
加

賀
二
〇
人
（
九
％
）
一
七
首
（
六
・
六
％
）、
伊
勢
一
七
人
（
七
％
）
四
二
首

（
一
〇
・
二
％
）、
京
一
一
人
（
五
％
）
一
七
首
（
四
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。

　

玉
江
草
で
は
越
前
人
の
み
の
句
が
収
め
ら
れ
た
が
、
越
路
草
で
は
全
国
か
ら

の
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
卜
琴
の
活
動
範
囲
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
越
前
全
体
で
は
一
四
一
人
（
六
一
％
）
二
七
三
首
（
六
六
％
）
を
占
め
る

が
、
敦
賀
は
一
首
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
但
し
春
の
部
の
み
敦
賀
二
名
小
浜

一
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
敦
賀
は
貞
徳
と
親
し
か
っ
た
日
能

の
地
盤
で
あ
っ
た
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
三
国
、
加

賀
、
伊
勢
と
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
多
く
は
無
い
が
奥
州
出
羽
南

部
越
中
か
ら
の
日
本
海
沿
岸
地
の
句
も
入
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ

れ
は
三
国
の
船
乗
り
の
関
わ
り
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
三
国
で
は

僧
と
船
主
が
多
い
よ
う
だ
。
ま
た
女
性
が
二
名
含
ま
れ
て
い
る
が
船
主
の
妻
子

と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
遊
女
哥
川
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
頃
で
あ
る
か
ら

一
二
〇
年
程
後
の
事
で
あ
る
。

　

ま
た
当
時
の
有
名
人
を
挙
げ
れ
ば
、
師
の
北
村
季
吟
二
首
、
北
村
湖
春
（
貞

徳
系
季
吟
の
長
子
）
四
首
、
貞
怒
（
貞
徳
系
）
一
首
、
信
徳
（
貞
門
派
）
二
首
、

江
戸
か
ら
は
似
春
（
貞
徳
系
）
二
首
、
談
林
系
で
は
惣
本
寺
高
政
一
首
、
大
阪

か
ら
は
井
原
西
鶴
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。 

 

・
卜
琴
の
特
徴

　
『
玉
江
草
』
の
自
跋
に
「
滑
稽
は
唐
国
の
酒
器
に
な
ず
ら
へ
て
、
や
ま
と
歌

の
徳
利
を
あ
ら
わ
し
、
今
世
を
挙
げ
て
、
そ
の
し
た
た
り
を
く
む
こ
と
は
、
先

師
宗
鑑
法
師
の
言
の
葉
、
中
興
の
濫
觴
と
な
れ
る
流
れ
な
り
。
近
き
世
に
花
咲

の
翁
、
こ
れ
が
滑
稽
の
大
上
戸
な
り
け
ら
し
。
か
の
翁
の
才
、
武
蔵
野
の
如
く

な
り
し
を
季
吟
先
生
一
滴
も
漏
ら
す
こ
と
な
く
受
け
続
け
つ
つ
、
此
の
道
繁
れ

松
山
と
て
勧
め
ら
る
る
な
さ
け
に
（
後
略
）（

（（
（

」 

と
あ
っ
て
師
の
季
吟
勧
め
る
滑

稽
の
追
求
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
。
秋
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
師

弟
の
句
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　

偖さ
て

は
夜
か　

茶
の
間
に
手
燭　

今
日
の
月　

季
吟

　
　

中
は
久
世　

内
一
夕
や　

菊
の
友　
　
　
　

季
吟

　
　

森
の
色　

葉
反
古
に
し
け
り　

む
ら
雀　
　

卜
琴
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稀
覯
本
と
の
出
合
い
二
題

　
　

鹿
の
角　

目
く
す
り
棒
も　

紅
葉
哉　
　
　

卜
琴

　
　

も
み
じ
鮒
も　

近
江
の
住
の　

源
五
哉　
　

卜
琴

　

つ
い
で
に
談
林
系
の
井
原
西
鶴
の
句
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　

新
蕎
麦
や　

木
曽
殿
う
た
れ　

玉
五
つ　
　
　

西
鶴

　

延
宝
七
年
は
西
鶴
三
八
歳
で
矢
数
俳
諧
（
一
日
に
千
余
句
を
作
る
）
に
躍
起

と
な
っ
て
い
る
時
期
で
あ
り
、当
時
の
流
行
を
詠
み
込
む
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。

参
考
と
し
て
西
鶴
の
句
作
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　

落
に
け
り　

風
な
ま
ぐ
さ
き　

坊
主
烏
賊　
　

西
鶴（

（（
（

　
　

捨
小
舟　

わ
れ
に
成
け
り　

相
撲
な
だ　
　
　

西
鶴（

（（
（

　

因
み
に
『
西
鶴
大
矢
数（

（（
（

』
に
は
卜
琴
も
招
か
れ
、
西
鶴
と
吟
じ
合
っ
て
い
る

の
で
挙
げ
て
お
く
。『
越
路
草
』
刊
行
の
翌
年
に
当
た
る
延
宝
八
年
（
一
六
七
八
）

五
月
七
日
に
大
阪
生
玉
社
別
当
の
南
坊
で
聴
衆
千
人
を
集
め
西
鶴
が
興
行
し
た

独
吟
一
日
四
千
句
で
あ
る
。
西
鶴
投
句
の
返
礼
と
し
て
卜
琴
は
大
阪
に
赴
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
六
十
二

　
　

あ
や
か
れ
よ　

鶴
の
一
声　

郭
公　
　
　
　
　

友
吟

　
　

茂
り
の
松
山　

口
に
出
次
第　
　
　
　
　
　
　

西
鶴

　
　

蔓
ル
鍋
に　

涼
し
き
滝
の　

落
て
き
て　
　
　

卜
琴
（
下
略
）

　

少
し
解
説
を
加
え
て
お
こ
う
。
こ
の
催
し
は
西
鶴
が
聴
衆
を
集
め
て
四
千
句

を
吟
じ
よ
う
と
す
る
企
画
で
あ
り
、
一
〇
七
段
に
分
け
て
段
ご
と
に
連
衆
を
七

人
招
き
上
げ
、
初
め
に
連
衆
と
連
句
を
一
首
づ
つ
吟
じ
た
後
に
西
鶴
が
九
二
首

を
独
吟
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
六
二
段
目
に
卜
琴
も
招
き
上
げ
ら
れ
前
記
の
連
句
を

吟
じ
て
い
る
。

　

余
談
な
が
ら
鯖
江
誠
照
寺
に
卜
琴
の
句
が
刻
ま
れ
た
庭
石
が
あ
る
と
い
う
。

参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　

誠
照
寺
の
歌
石
の
歌（

（（
（

　

秋
の
色
に
染
し
袂
の
朽
ぬ
れ
ど　

石
は
昔
の
名
に
残
り
け
り�

源
資
顕

　

涙
に
も
洗
ふ
岩
ほ
の
苔
冴
て　

む
か
し
に
か
へ
る
霜
ぞ
む
す
べ
る�

卜
琴

　

見
る
人
の
袂
の
露
の
玉
柏　

五
百
二
十
年
も
か
く
や
ふ
り
に
き�

四
朋

　

卜
琴
の
人
と
な
り
を
見
て
お
き
た
い
と
思
う
。『
誹
家
大
系
図（

（（
（

』 

に
は
北
村

季
吟
門
下
と
し
て
卜
琴
が
挙
げ
ら
れ
、

　

卜
琴　

�

柴
垣
氏
一
下
と
号
シ
松
風
軒
ト
称
ス
。
城
南
山
崎
。
巷
ノ
人
。
繪
ヲ

善
ス
。
梵
益
ト
友
タ
リ
。
家
書
越
路
草
四
巻
ア
リ
。

と
あ
る
も
の
の
、
卜
琴
の
画
は
伝
来
し
て
い
な
い
。
と
も
あ
れ
「
梵
益
と
友
タ

リ
」
の
記
述
に
注
目
し
、『
誹
家
大
系
図（

（（
（

』
に
は
次
の
よ
う
に
載
る
。

　
　

梵
益　

�

姓
氏
祥
ナ
ラ
ス
、山
崎
巷
宗
鑑
カ
遺
跡
ニ
住
ス
。正
章（
貞
室
実
名
）

季
吟
、
梅
盛
、
重
頼
、
等
ヲ
友
ト
シ
専
誹
道
ヲ
コ
ト
ゝ
ス
。
承
応

年
間
ノ
人
ナ
リ
。

　

推
考
す
る
に
卜
琴
は
若
く
し
て
宗
鑑
の
近
く
の
山
崎
で
過
ご
し
、
梵
益
や
季

吟
と
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
後
年
に
な
っ
て
誰
か
の
招
き
で

越
前
府
中
に
転
居
し
て
、
俳
諧
を
広
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
卜
琴
に
関
す
る

情
報
は
極
め
て
少
な
く
、『
越
路
草
』
夏（

（（
（

に
、

　

�
越
の
大
山
ち
か
く
か
り
の
庵
を
む
す
び
て　

す
み
侍
け
れ
ば
、
夏
な
き
さ

と
ゝ
お
ぼ
え
て
筒
板
に
書
つ
く
。

　
　

上
々
吉　

涼
し
き
深
山　

お
ろ
し
あ
り　
　
　
　

卜
琴

　

こ
の
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
日
野
山
山
麓
あ
る
い
は
日
野
川
河
畔
に
庵
を
結



48

若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
二
号

ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
地
元
に
卜
琴
に
関
す
る
資
料
の
伝
来
は
無
い

よ
う
で
あ
り
、
蕉
門
系
に
よ
っ
て
消
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
地
元
俳
諧
の
祖
の
復
権
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

（
五
）
卜
琴
の
展
開
の
考
察

　

な
お
稿
末
に
『
越
路
草
』「
秋
夏
春
」
入
句
者
別
入
句
数
と
『
玉
江
草
』
な

ど
の
入
句
者
一
覧
表
（
表
５
）
を
挙
げ
て
お
く（

（（
（

。
こ
の
作
者
の
一
覧
を
み
て
、

卜
琴
の
展
開
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

①
福
居

　

福
居
で
の
展
開
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
表
５
の
「
福
居
２
」
の
冒
頭

に
「
玉
海
集
」
貞
室
撰
（
明
暦
二
年
〈
一
六
五
六
〉）
で
六
名
、『
新
続
犬
筑
波
集
』

季
吟
撰
（
萬
治
三
年
〈
一
六
六
〇
〉）
に
一
七
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

卜
琴
が
越
前
府
中
に
移
住
す
る
前
の
事
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
季
吟
な
ど
に
啓

蒙
さ
れ
た
人
達
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
が
、「
府
中
２
」
の
冒
頭
の
『
続
山
の
井
』

湖
春
撰
（
寛
文
七
年
〈
一
六
六
七
〉））
に
二
名
、『
続
連
珠
』
季
吟
撰
（
延
宝
四

年
〈
一
六
七
五
〉）
に
一
〇
名
出
て
く
る
の
と
は
時
間
差
は
明
白
で
あ
り
、
こ
れ

は
卜
琴
の
入
府
以
前
の
動
向
と
み
ら
れ
る
。
続
い
て
福
居
で
は
『
続
山
の
井
』

で
一
七
名
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、卜
琴
が
初
め
て
句
集
を
編
ん
だ『
玉
江
草
』に
は
、

前
掲
の
作
者
の
句
は
四
名
し
か
寄
せ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
福
居
で
は
卜
琴
以
外

の
人
達
に
よ
っ
て
俳
諧
が
広
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
し
か

し
卜
琴
が
府
中
に
移
住
し
て
以
降
は
卜
琴
撰
の
『
玉
江
草
』
に
七
八
名
、『
越

路
草
』
に
は
五
五
名
と
一
気
に
浸
透
を
深
め
た
こ
と
が
知
れ
る
。

②
三
国

　

三
国
で
は
『
新
続
犬
筑
波
集
』
季
吟
撰
に
道
実
氏
一
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、

続
い
て
『
続
山
の
井
』
湖
春
撰
に
四
名
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
前
述
同
様
に
『
玉

江
草
』
に
は
以
上
の
五
名
中
一
名
し
か
句
を
よ
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
徐
々
に

卜
琴
の
浸
透
が
進
み
『
玉
江
草
』
に
四
名
と
少
な
い
が
『
越
路
草
』
に
四
七
名

と
一
気
に
浸
透
を
深
め
た
よ
う
で
あ
る
。

③
敦
賀

　

敦
賀
で
は
『
玉
海
集
』
貞
室
撰
で
三
名
、『
新
続
犬
筑
波
集
』
季
吟
撰
に
一

名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
敦
賀
は
日
能
の
地
盤
で
あ
り
、卜
琴
の
浸
透
は
少
な
く
、

『
玉
江
草
』
に
は
三
名
、『
越
路
草
』
二
名
と
卜
琴
の
浸
透
は
極
め
て
限
定
的
で

あ
る
。

④
越
前
府
中

　

越
前
府
中
で
は
前
述
の
よ
う
に
「
府
中
２
」
で
冒
頭
の
『
続
山
の
井
』
湖

春
撰
に
二
名
、『
続
連
珠
』
季
吟
撰
に
一
〇
名
出
て
く
る
程
度
で
あ
る
が
、
卜

琴
が
越
前
府
中
に
移
住
し
た
後
は
『
玉
江
草
』
で
一
一
二
名
、『
越
路
草
』
で

七
三
名
と
府
中
で
の
圧
倒
的
な
浸
透
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

⑤
加
賀

　

加
賀
で
は
『
新
続
犬
筑
波
集
』
季
吟
撰
に
一
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
み
で
あ

る
が
、『
越
路
草
』
に
は
三
四
名
の
句
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
卜
琴
の
展
開
に

依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
卜
琴
は
加
賀
へ
も
直
接
足
を
運
ん
だ
も
の
と
み

ら
れ
る
。
な
お
『
玉
江
草
』
は
越
前
人
に
限
ら
れ
た
選
句
で
あ
る
た
め
、
加
賀

人
の
句
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

⑥
伊
勢

　

越
前
国
以
外
で
目
立
つ
の
は
伊
勢
で
あ
ろ
う
。『
新
続
犬
筑
波
集
』
季
吟
撰

に
二
二
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
達
か
ら
は
、『
越
路
草
』
に
一
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名
し
か
句
を
寄
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
『
越
路
草
』
へ
新
規
に
句
を
寄
せ
た
人

は
三
七
名
に
も
及
ん
で
お
り
、季
吟
の
人
脈
以
外
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

俳
諧
三
祖
の
一
人
と
称
さ
れ
る
守
武 

は
伊
勢
内
宮
荒
木
田
氏
の
出（

（（
（

で
あ
る

が
、
伊
勢
側
か
ら
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
杉
本
望
一
撰
の
「
伊
勢
俳
諧
大
発
句
帳

抜
書（

（（
（

」
に
み
え
る
人
の
句
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、「
伊
勢
俳
諧
新
発
句
集（

（（
（

」

に
み
え
る
人
は
六
名
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
師
の
季
吟
と
も
ど
も
伊
勢
の
俳
人

と
の
交
流
は
極
め
て
篤
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⑦
北
日
本
海

　

次
い
で
越
前
国
以
外
で
目
立
つ
の
は
北
日
本
海
で
の
展
開
で
あ
ろ
う
。『
新

続
犬
筑
波
集
』
季
吟
撰
に
一
一
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
達
以
外

の
句
が
『
越
路
草
』
に
は
一
五
名
の
句
を
載
せ
て
い
る
。
季
吟
系
の
人
脈
を
引

き
継
い
だ
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
三
国
の
船
乗
り
た
ち
を
経

由
し
て
の
展
開
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
小
浜

　

最
後
に
小
浜
を
見
て
お
こ
う
。『
続
山
の
井
』二
名
、『
玉
海
集
追
加
』二
名
、『
続

連
珠
』
四
名
と
季
吟
系
の
展
開
が
み
ら
れ
、
以
上
の
八
名
中
『
越
路
草
』
に
は

一
名
し
か
句
を
載
せ
て
い
な
い
。
卜
琴
の
展
開
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

（
六
）
『
越
路
草
』
の
引
用
文
の
探
索
と
後
日
談

　

前
述
の
『
今
立
郡
誌
編
纂
余
録
』『
味
真
野
村
誌
』
あ
る
い
は
『
岡
保
村
誌
』

『
越
前
国
名
蹟
考
』
の
中
で
『
越
路
草
』
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。

　

引
用
文
を
つ
ぶ
さ
に
見
れ
ば
、
原
文
は
片
カ
ナ
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
判
明

す
る
。
し
か
る
に
俳
書
『
越
路
草
』
の
版
本
は
変
体
仮
名
を
用
い
て
い
る
か
ら
、

少
な
く
と
も
引
用
文
は
俳
書
に
依
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
同
じ
著
者
が
手

書
で
『
越
路
草
』
の
地
誌
編
を
遺
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
な
お
『
名

蹟
考
』
で
は
「
誰
人
の
撰
を
し
ら
ず（

（（
（

」
と
記
し
、著
作
名
を
欠
い
た
資
料
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。
ま
た
『
郷
土
誌
料
綜
合
目
録
』
で
は
「
越
路
草　

写
越
前
各
地
の

地
誌
歴
史
な
ど
の
随
筆　

同
書
名
の
歌
集
あ
り（

（（
（

」
と
記
し
、
俳
書
と
は
別
物
の

地
誌
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

　

以
上
『
越
路
草
』
引
用
文
の
探
索
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
結
論
は
『
今
立

郡
編
纂
余
録
』『
味
間
野
村
誌
』『
岡
保
村
誌
』『
越
藩
史
略
』『
越
前
国
名
蹟
考
』

の
引
用
文
献
は
卜
琴
に
依
る
俳
書
『
越
路
草
』
で
は
な
く
、同
書
名
の
地
誌
『
越

路
草
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

脱
稿
の
後
、
探
索
し
て
い
た
地
誌
『
越
路
草
』
が
福
井
県
立
図
書
館
に
入
庫

し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
早
速
閲
覧
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
ま
さ
し
く
探
し

求
め
て
い
た
地
誌
『
越
路
草
』
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
国
書
総
目
録
』
の
第
八
巻

の
補
遺
に
「
越
路
草　

写　

学
習
院
・
春
・
冬
一
冊
」
と
あ
り
、
冬
巻
の
発
見

か
と
喜
ん
だ
が
、
確
認
の
結
果
、「
春
・
夏
巻
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
。
な
お
『
芭

蕉
以
前（

（（
（

』
に
「
金
沢
ろ
ち
く
庵
（
殿
田
文
庫
）
に
４
冊
の
内
春
の
部
の
写
本
が

蔵
さ
れ
る
」
と
記
し
て
あ
る
か
ら
、
学
習
院
大
学
蔵
本
殿
田
文
庫（

（（
（

に
該
当
す
る

よ
う
だ
。
付
記
し
て
お
く
。

（
七
）
ま
と
め

　

以
上
、
当
初
は
『
越
路
草
』
の
引
用
文
の
探
索
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
卜
琴
の

俳
書
『
越
路
草
』
秋
が
見
付
か
り
、
冬
を
除
く
三
巻
が
見
付
か
っ
た
。
加
え
て

地
誌
『
越
路
草
』
も
見
付
か
り
、
目
的
は
概
ね
達
成
で
き
た
。

　

こ
の
俳
書
『
越
路
草
』
が
見
付
か
っ
た
こ
と
は
、
越
前
府
中
で
最
初
に
刊
行

さ
れ
た
俳
書
で
あ
り
、
卜
琴
の
活
動
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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こ
の
当
時
の
俳
諧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
私
に

と
っ
て
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
最
後
に
こ
の
本
の
閲
覧
の
許
諾
を
戴
い
た
県

立
歴
史
博
物
館
及
び
県
立
図
書
館
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

お 

わ 
り 
に

　

第
一
章
で
は
書
誌
的
利
用
に
終
始
し
た
。最
後
に
著
者
岡
部
の
主
張
を
記
し
、

後
代
に
そ
の
宿
題
を
委
ね
た
い
と
思
う
。

　

著
者
の
岡
部
が
最
も
紙
数
を
割
い
て
主
張
し
た
の
は
以
下
の
二
点
で
あ
る

①�

今
立
郡
内
に
あ
る
真
宗
三
ケ
寺
本
山
が
親
鸞
直
系
寺
院
で
あ
る
と
の
狙
い
に

よ
り
、
善
鸞
を
第
二
祖
に
据
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
異
を
唱
え
て
い
る
。

②�

神
社
の
県
社
・
郷
社
な
ど
の
社
格
の
認
定
、
あ
る
い
は
式
内
社
比
定
に
つ
い

て
異
を
唱
え
て
い
る
。

　

今
日
で
も
概
寺
院
は
そ
の
異
論
に
向
き
合
わ
ず
に
放
置
し
て
い
る
し
、
概
神

社
は
か
っ
て
の
社
格
や
式
内
社
の
比
定
を
言
わ
ば
既
得
権
の
よ
う
に
主
張
を
続

け
て
い
る
。
ま
た
そ
の
異
論
を
封
じ
込
め
て
い
る
感
が
あ
る
。
郡
誌
編
纂
当
時

に
著
者
の
岡
部
が
身
を
挺
し
て
異
を
唱
え
た
反
骨
精
神
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
今
尚
そ
の
異
を
糺
す
努
力
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
を
遺
憾
に
思
う
。

　

第
二
章
で
は
『
越
路
草
』
を
巡
っ
て
そ
の
撰
者
柴
垣
卜
琴
の
活
動
の
実
績
を

改
め
て
認
識
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
地
で
は
卜
琴
は
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在

で
あ
り
、
卜
琴
の
復
権
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

な
お
「
越
路
草
入
句
者
別
入
句
数
と
玉
江
草
等
の
入
句
者
一
覧
表
」
は
俳
諧

人
名
一
覧
で
あ
る
が
、
越
前
人
名
録
で
も
あ
り
、
別
の
活
用
も
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。
と
り
わ
け
卜
琴
を
当
地
に
招
聘
し
、
且
つ
『
越
路
草
』『
玉
江
草
』

の
版
行
に
資
金
を
提
供
し
た
府
中
商
人
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

な
お
余
談
な
が
ら
、
山
下
與
平
著
及
び
柳
田
國
男
著
等
の
漢
文
の
越
前
万
歳

由
来
に
て
『
今
立
郡
誌
』
を
挙
げ
て
い
る
が
「
典
拠
不
詳
」
と
し
て
い
る
。
し

か
し
前
掲
『
味
真
野
村
誌
』
に
は
『
味
間
野
記
』
と
典
拠
を
記
し
て
い
る
。

注（
１
）	

小
谷
正
典
「
福
井
県
下
の
「
町
村
是
」
設
定
と
現
存
状
況
」
著
（『
若
越
郷
土
研
究
』

三
〇
巻
三
号
、
一
九
八
五
年
）、
同
「『
明
治
四
拾
参
年
設
定
村
是
丹
生
郡
豊
村
役
場
』

に
つ
い
て
」（『
鯖
江
郷
土
誌
懇
談
会
会
誌
』
二
六
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
２
）	『
大
正
天
皇
実
録　

第
三
』
一
二
七
～
一
四
六
頁
。

（
３
）	『
東
宮
殿
下
北
陸
行
啓
画
報
（
グ
ラ
ヒ
ッ
ク
第
壱
巻
第
弐
拾
号
）』
有
楽
社
、

一
九
〇
七
年
一
〇
月
。

（
４
）	『
越
山
若
水
（
行
啓
記
念
写
真
集
）』
福
井
県
文
書
館
複
製
本
（
加
藤
竹
雄
家
文
書
）。

（
５
）	『
福
井
県
敦
賀
郡
名
所
古
蹟
写
真
帖
』
敦
賀
市
立
博
物
館
蔵
。

（
６
）	

岡
部
静
雄
は
越
前
市
清
水
頭
に
住
し
た
元
教
師
。
郷
土
史
家
。『
味
真
野
村
誌
』『
味

真
野
古
跡
談
』
を
著
す
。『
今
立
郡
誌
』
の
編
纂
常
任
委
員
と
専
務
書
記
を
務
め
、『
郡

誌
編
纂
余
録
』
を
著
す
。
別
号
秀
峰
。

（
７
）	

庭
本
雅
夫
は
越
前
市
広
瀬
町
の
元
教
師
。
郷
土
史
家
。『
今
庄
村
誌
』『
王
子
保
村
誌
』

『
南
条
郡
誌
』
を
編
纂
す
る
。
越
前
市
図
書
館
に
蔵
書
を
寄
贈
し
た
。
庭
本
文
庫
の
郷
土

資
料
は
極
め
て
は
貴
重
で
あ
る
。

（
８
）	
窪
田
孝
哉
は
越
前
市
広
瀬
町
で
医
師
を
開
業
す
る
一
方
、
郷
土
史
に
取
り
組
む
。『
本

多
富
正
公
御
伝
記
』
を
著
し
、
同
郷
の
庭
本
雅
夫
に
資
料
を
提
供
し
た
。
別
号
士
峰
、

富
士
廼
家
。



51

池
田　

稀
覯
本
と
の
出
合
い
二
題

（
９
）	

河
崎
宇
右
衛
門
氏
談
（
越
前
市
杉
崎
町
）「
私
の
子
供
時
代
、
校
長
室
の
奥
に
し
ま
っ

て
あ
っ
た
「
北
新
庄
村
誌
」
を
出
し
て
き
て
、
読
み
上
げ
て
も
ら
っ
た
記
憶
が
あ
る
。」

（
10
）	「
越
路
草
」（『
福
井
県
古
俳
書
大
観　

続
編
』
斎
藤
耕
子
編
、福
井
県
俳
句
史
研
究
会
、

一
九
九
四
年
、
一
八
九
頁
）。

（
11
）	「
玉
江
草
」（『
福
井
県
古
俳
書
大
観
』
斎
藤
耕
子
編
、
福
井
県
俳
句
史
研
究
会
、

一
九
九
二
年
、
一
頁
）。

（
12
）	『
福
井
の
俳
句
』
斎
藤
耕
子
著
、
福
井
県
俳
句
史
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
五
頁
。

（
13
）	

注
（
12
）
五
頁
。

（
14
）	『
初
期
俳
諧
の
研
究
』
田
中
善
信
著
、
新
典
社
、
一
九
八
九
年
、
九
〇
・
一
一
〇
・ 

一
四
五
・一
七
三
頁
。

（
15
）	

注
（
11
）。

（
16
）	

注
（
10
）
一
八
九
頁
。

（
17
）	

注
（
10
）
一
九
八
頁
。

（
18
）	『
俳
諧
人
名
辞
典
』
高
木
蒼
梧
著
、
巌
南
堂
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
九
～
一
〇
頁
。

（
19
）	

注
（
11
）
三
八
頁
。

（
20
）	『
西
鶴
俳
諧
集
』
乾
裕
幸
編
、
桜
楓
社
、
一
九
八
七
年
、
三
四
頁
。

（
21
）	

注
（
20
）
四
四
頁
。

（
22
）	『
西
鶴
大
矢
数
（
近
世
文
学
資
料
類
従　

古
俳
諧
編
三
一
）』
近
世
文
学
書
誌
研
究
会

編
、
勉
誠
社
、
一
九
七
五
年
、
一
八
九
頁
。

（
23
）	

西
鶴
四
千
句
に
つ
い
て
補
足
を
加
え
る
。
各
段
ご
と
に
連
衆
七
名
と
八
句
を
連
句
し

た
後
、
西
鶴
独
吟
で
九
二
句
を
吟
じ
加
え
て
百
句
と
な
り
、
四
〇
段
で
四
千
句
に
な
る
。

四
一
段
以
降
一
〇
七
段
ま
で
は
連
句
を
八
句
づ
つ
行
っ
て
い
る
。

（
24
）	『
福
井
の
俳
匠
伝
と
誤
説
抄
』
斎
藤
耕
子
著
、福
井
県
俳
句
史
研
究
会
、二
〇
一
〇
年
、

一
七
頁
。

（
25
）	『
誹
家
大
系
図
（
書
誌
学
月
報　

別
冊
３
）』
雲
英
末
雄
編
、
青
裳
堂
書
店
、

一
九
九
七
年
、
一
一
一
頁
。

（
26
）	

注
（
25
）
上
巻
三
二
頁
。

（
27
）	

注
（
10
）
二
〇
五
頁
。

（
28
）	

作
表
に
当
た
っ
て
は
参
考
文
献
と
し
て
、
注
（
11
）『
福
井
県
古
俳
書
大
観
』、
注

（
10
）『
福
井
県
古
俳
書
大
観　

続
』、『
福
井
県
俳
人
大
観
』（
斎
藤
耕
子
著
、
福
井
県

俳
句
史
研
究
会
、
一
九
九
九
年
）、『
越
前
俳
諧
史
』（
石
川
銀
栄
子
著
、
松
見
文
庫
、

一
九
七
一
年
）、
注
（
34
）『
芭
蕉
以
前
』、『
新
続
犬
筑
波
集
』
索
引
篇
、
赤
羽
学
編
、

安
田
女
子
大
学
、
一
九
九
七
年
）、『
北
村
季
吟
集
』（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
俳
書
集
成
）

天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）、『
玉
海
集
下
（
近
世
文
学
資
料
類
従
、
古
俳
諧
編

四
一
）
勉
誠
社
、
一
九
七
五
年
）、
を
用
い
た
。

（
29
）	

注
（
25
）
上
巻
三
一
頁
。

（
30
）	『
伊
勢
俳
諧
集
（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
俳
書
集
成
８
）』、八
木
書
店
、一
九
九
五
年
、

上
巻
、
三
～
二
〇
〇
頁
。

（
31
）	『
伊
勢
俳
諧
集
（
古
典
文
庫
四
六
三
冊
）』
岡
本
勝
編
、
古
典
文
庫
、
一
九
八
五
年
、

二
二
八
～
二
三
八
頁
。

（
32
）	『
新
訂
越
前
国
名
蹟
考
』
杉
原
丈
夫
編
、
松
見
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
四
三
頁
。

（
33
）	『
福
井
県
所
在
別
郷
土
誌
料
綜
合
目
録　

第
３
集
』
福
井
県
立
図
書
館
、一
九
五
四
年
、

一
一
六
頁
。

（
34
）	『
芭
蕉
以
前
（
越
前
俳
諧
叢
書
第
一
集
）』
石
川
銀
栄
子
著
、
福
井
現
代
俳
句
会
幹
発

行
所
、
一
九
五
七
年
、
六
八
頁
。

（
35
）	「
越
路
草
巻
春
夏
写
本
合
冊
」（
学
習
院
大
学
文
学
部
殿
田
文
庫
№
三
八
一
登
録
番
号

一
七
六
一
〇
七
）。
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地域 句　集 作者・注記 作者 秋 夏 春
京 海○△ （貞門系北村氏） 季吟 2 2

海 京住伊藤氏（貞門系） 信徳 2 1
海新追○ 京住大井氏重次（貞徳） 貞怒 1 1
△ 京住北村氏（貞徳系） 湖春 4 1 3
○ 京北村氏 正立 1

京住惣本寺（談林系） 高政 1
海 安原氏（貞門系） 貞室 1 1
○△ 京山岡氏（貞徳系） 元隣 2

高橋氏佗心子（貞門系） 梅盛 1
（貞徳系） 似船 1
（談林系宗因か） 梅翁 2

△ 京住井狩氏 友静 1 5
京望月氏 千之 2 3
京住辻氏 義雪 1

伊 京住（一河氏） 友吉 1
△ （京半井氏） 一六 1 1
海○ 京住大村氏 可全 1 1

京住那波氏 葎翁 1 1
京住浜川氏 自悦 2
京住 宗種 1
同住宮川氏 正由 1
京住 只計 1
京住岩本氏 勝利 1
京山岡氏 元怒 1
京西本願寺 花鳥賓 1 1
西條道場片桐氏 良保 1
西三條内大臣逍遥院 実隆公 1
大徳寺和尚 玉舟 1

海○ 長頭丸・号逍遊軒 貞徳
17 10 31

大坂 葛岡修理太夫 宣慶 1
大坂住井原氏（談林派） 西鶴 1
大坂住西山氏 梅葯 1

△ 大坂住松山氏（談林派） 玖也 1 1 1
大坂伊勢村氏 定朔 1
大坂住 捨身子 1
大坂住桜井氏 不竹 1
大坂小西氏 満平 1
大坂住小野氏 松緑 1

△ 大坂住中堀氏 初知 1
大海○ 大坂梶山氏 保友 1 1
△ 大坂住伊勢村氏 重安 1
海○△ 大坂住井口氏 如貞 1

大坂住高木氏 松意 1
○ 堺住阿知子 顕成 1

堺住長谷川氏 秀政 1
7 6 6

勢州１ 伊 松坂住世古氏 三俊 1 1
松坂住竹内氏 流也 1
松坂住小津氏 三思 1 1
松坂住 三保 2 4
松坂住 三好 1

伊○ 松坂住竹内氏一葉子 三信 15 5 10
三信内三井氏 三林 1 1

伊 三信内朝田氏 三宣 2
松坂住長松軒 三禧 7 6 2
松坂住隠人 秋然 1
松坂住 松女 3
松坂住松女祖母 清心 1
松坂住尼 守貞 1
松坂住竹内 道本 1
松坂住藤村氏 吉之 1
松坂住浄安院 存的 2

伊 勢州足代氏民部少 弘氏 1 1
伊 勢州一之瀬下村氏 安治 1

内宮長官正三位 氏富 1
内宮荒木田氏正五位 武珍 1

地域 句　集 作者・注記 作者 秋 夏 春
勢州２ 内宮藤波氏 氏守 1

下宮度会氏正五位 慶彦 1 2
下宮世木氏正五位 定光 1
水無瀬前中納言 氏成 1

（大） 山田住谷氏号不□ 嘉図 1
山田住成子氏号竹□ 吉度 1
山田住藤木氏 追喬 1
山田住 不貴 1
山田住藤井氏 追勝 1

伊 山田住（杉山氏） 光勝 1
勢州山田住 玄理 1
伊勢山田住荒木田 二休 1
勢州桑名住 古益 1
朝熊野間氏 政安 3 4 1
伊勢朝熊住 中也 1
勢州射和住中村氏 清敷 1
勢州名残住高松氏 勝正 1

大○ 伊勢法師 文性
○ 勢州山田住慶会氏 貞辰
大○ 勢州山田住 利清
大○ 勢州山田住勾当氏 望一
○ 勢州山田住西村氏 政永
○ 勢州山田住高島氏 昔光
大○ 勢州山田住 正利
大海○ 勢州山田住（杉木氏） 光貞妻
大海○ 伊勢山田住荒木田 守武
○ 伊勢桑名中島氏 貞利
○ 伊勢桑名水谷氏 貞長
○ 勢州桑名住小橋氏 重之
海新追○ 伊勢長島佐野氏 忠清
○ 伊勢長島佐野氏 忠清姉
○ 勢州桑名住山田氏 昌長
○ 伊勢松坂一至田中氏 藤石
○ 松坂住沙弥（春陽軒） 加友
○ 松坂住 加連
伊海○ 松坂住（常念寺） 昌把
○ 松坂住浜田氏 求笑
伊海○ 松坂住竹内氏 良信

42 26 34
山崎 ○ 山崎柴垣氏改　一下 卜琴

山崎住松田氏 宗綱 1 1
摂州 摂州今津住堀田氏 不必 1
和州 和州多武峰 古桶 1

和州住月松軒 紀子 1
紀州 紀州若山浅井氏 善生 1

大伊○ 紀州長嶋住容膝亭 一入 4 1
紀州加茂谷浜中村 梅心 1

尾州 尾州名古屋榊原氏 風箔 1
尾州高木氏 皆酔 1 1
尾州名古屋住丹羽 忠勝 1
尾州（名古屋住・水野氏） 雀巣軒 3 3 3
尾州名古屋荒川氏 任風 1 1 1
尾州吉田氏 蘭秀 1

美濃 美濃大垣谷氏 木因 1

表 5　越路草入句者別入句数と玉江草等の入句者一覧

西暦 和　暦 句　集 　句　集　名 撰者
大 伊勢俳諧大発句帳抜書 望一

1656 明暦二年 海 玉海集 貞室
1659 萬治二年 伊 伊勢俳諧新発句集 不詳
1660 萬治三年 ○ 新続犬筑波集 季吟
1667 寛文七年 山 続山の井 湖春
1667 寛文七年 追 玉海集追加 貞室
1669 寛文九年 △ 百五十番誹諧発句合 季吟
1675 延宝四年 連 続連珠 季吟
1676 延宝五年 玉 玉江草 卜琴
1678 延宝七年 越路草 卜琴
1679 延宝八年 矢 西鶴大矢数 西鶴
1685 貞享二年 新 新玉海集 貞怒

凡　例
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地域 句　集 作者・注記 作者 秋 夏 春
江州 江州今津安達氏 勝信 1

近江海津磯野□ 得友 1
大津山本氏 少魚 1

松本 松本坪田 一持 1
江戸 △ 江戸住小西氏（貞徳系） 似春 2 1 1

江戸住岸本氏 賙和 1
江戸住笹倉氏 重良 1
江戸住坤庵 未琢 1
江戸水野氏 宗機 1

讃岐 讃岐住 一三 1
与州 与州松山住 一景 1

与州桑折氏 宗臣 1
肥前 肥前住僧 亀毛 1
肥後 肥後八代住 山石 1

18 17 12
加州 加州金沢小川（河）氏 野水 4 1 3

加州金沢宮坂 徳利 1
金沢立花氏 可融 1
金沢高橋氏 因之 1
金沢宇野氏 一烟 2 1
金沢住宇野氏 一煙 2 7
加州金沢中田氏・田中氏 可勢 1 1 2
金沢住大西氏 宗硯 1 1
金沢住立花氏 松葉 1 2 2
金沢住小椙氏 一笑 1
金沢住今村氏 幽也 1 4
金沢住寺嶋氏 無貞 1
加州金沢藤井氏 明是 1
金沢高田氏 貞之 2
加州金沢藤井 米知 1
金沢住石井氏 武重 1
加州高松氏 青葉 1
小松住 正儀 1
加州小松住村井氏 可竹 1
加州小松住堤氏 欽生 2 2
加州松任夕風軒長谷川 薫煙烟 1 3 2
加州松任住 湖舟 1
加州松任岡田氏 友信 1
加州宮越住板村氏 夕玄 1
加州宮越住 波之 2
加州大正持坪光□ 好勝 1
加州山中住水江氏 定重 1
加州山中住堀江氏 一琴 2 4 3
加州山中住 不雲 1
加州山中住 慶山 1 4
加州山中住塚谷氏 元成 1 1
加州山中住塚谷氏 元重 1
加州山中住 石雲 1
加州白尾 恵徳 1 1

海○ 加賀（高田氏） 正種
27 27 33

能登 ○ 能登双喰郡安部屋 適応
越中 越中富山近所岩城氏 正永 1 2

越中富山近所岡氏 幸通 1
越中富山半井氏 可然 1
越中富山住千秋氏 卜仲 1
越中富山豊嶋氏 寛重 1
越中城ケ端細川氏 道治 1

越後 ○ 越後勝田氏 広重
○ 越後高田 十手

奥州 △ 奥州岩城城主 風鈴軒 1 1 1
奥州南部菊池□ 政香 1
奥州南部住佐井村沙門 朝栄 1

陸奥 ○ 陸奥二本松水野氏 林元
敦賀 2 海 敦賀野沢予兵衛 永吉

海 敦賀野瀬氏 定利
海 敦賀中村古吉 正次
海 敦賀弥兵衛 重識

地域 句　集 作者・注記 作者 秋 夏 春
出羽 秋田城下森氏 望酒 1 1

出羽秋田大舘住 玄智 3
出羽秋田住晩翠堂 桂葉 2 2
羽州秋田能代伊東 政吉 1

（大）○ 出羽秋田吉岡氏 宗茂
海○ 出羽秋田大光院 尊為
○ 出羽秋田伊藤氏 政古
○ 出羽秋田田辺氏 笑意
○ 出羽秋田渡辺氏 俊久
○ 出羽秋田野代吉岡氏 宗定
○ 出羽秋田野代宮越氏 安正

秋田大舘住横山宮内 成芳 1
秋田大舘住船木氏 三順 2

9 5 12
不詳 繻石 1

直之 3
直之女 1
直之室 1
三鳥 1

朝倉氏 十三歳 1
鷹白 1

氷見氏 紫浪 3
楽介 2 1
雲仙 1 1

秋山氏 方次 1
高橋氏 一衣 2

吟□ 1
山本氏十三才 幾久 1
本多氏 皁音 1

19 2 2
福居３ 山追海 福居山川氏 無楽

追海 福居一山氏　　文清 幸風
海 福居伊藤氏 良卿
海 福居三階氏 竹雪
海 福居徳兵衛 吉昌
海 福居 塞童
海 福居山本氏 重直
海山○ 越前秋山左兵衛 方竹
山玉○ 福居中村氏 棟善
玉○ 越前松井氏 之昭
山連玉○ 福居 古玄
山連○ 越前 風吟
追山○ 福居神戸氏 可郷
山○ 福居村田氏 吉忠
追○ 越前 点可
○ 福居 正吉
○ 福居 好意
○ 福居 蚯声
○ 越前 可申
○ 福居伊東氏 嘉郷
○ 福居慶法寺 僧一貞
○ 福居池田氏 一慶
連追山 福居江口氏 吉英
追山 福居雨夜氏 笑種
山 福居 茂佐
山 福居 豊武
山 福居 不及
山 福居 打雨
山 福居奥村氏 宗利
山 福居森田氏 重長
山 福居 重州
山 福居 重治
山 福居 吉次

敦賀１ 山新○ 敦賀本勝寺一三世 日能
○海 敦賀犬井氏　　　重次 貞怒
新玉 敦賀住野瀬氏・桂葉軒 文室 1

敦賀住 本道 2
追海 敦賀三宅彦右衛門 秀辰
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地域 句　集 作者・注記 作者 秋 夏 春
福居１ 連山玉 律嵡軒 四朋 15 16 14

玉 四朋室・杉田氏 正治女 3 1 2
玉 福居住柳條軒・牧野氏 隋風 9 8 9
連玉 福居住見龍（柳）軒・山田氏 盤谷 3 1
連玉 ○□軒・森氏 露程 4 5 5
連玉 福居住杉田氏 露身 1
連新追玉○ 福居住多田氏 祐元 6 4 8
玉○ 福居林氏 老婆

福居住本多氏 十歳 1
玉 福居住・元紀伊国住 幸年 1 2 2
連玉 浄善寺 吟入 2 3 1
玉 福舊開霜軒 松隣 2 1 2
玉 福居住鈴木氏波鴎軒 恥言 7 7 2

福居住岡田氏 梅塵 1 2
福居戸村氏 清宗 2
福居本多氏 可楽 3
杉田青琴母 恵閑 1
福居土橋氏 土龍 1
福居住立田氏 知清 2 1

山玉 福居住荒川氏 時興 1 1
福居住松原氏 進貞 1
福居有賀氏 一楽 1
福居住 定仙 1
福居住中井氏 可柳 1 1

玉 福居住寒士軒 一葦 4 3 7
福居住有賀氏 耕雲 3 2 5

玉 松平氏 不憚 2
福居住西脇氏 長狐 1
福居住・丹羽氏医師 朽木 2
福居秋山氏 似獲 1

玉 福居住片霧氏 少心 1 1
玉 福居住野村氏蛍灯軒 一友 1 3
山玉 多賀谷氏・改雲宵 里明 1
山玉 福居山本氏・惟通改め 朝四 1 1

福居久世氏 如蒿子 1
福居住 女 1
福居天井氏・矢野氏 一志 1 2
福井 勝山屋 1
福居渡部三哲・渡辺氏 笑求 1 2

山玉 福居西脇氏 長心 1
玉 福居一韋内伊藤氏 楽助 1 1
玉 小林氏 受光 1

福居住 雪氈 1
玉 福居住千田氏 春宵 1

福居住 以志 1
玉 福居横尾氏 唖口 1 1

福居住若林氏 意程 1
玉 福居清水氏 為安 1
玉 福居住号利玄 不言 1

老養軒 老羊軒 1
福居住 振女 1
福居住田中氏 一笑 1
福居住岡部氏 快済庵 1
福居住少人 親友 1
福居住有賀氏 一楽 1

玉 福居住大旗氏 遊心 1
連山玉 福居 言慰
連山玉 福居酒井氏 松声
山玉 福居 可浅
連玉 福居露滴軒本多庭芝改 出勝
連玉 福居唯宝寺沙門 為心
連玉 舟橋四王天氏 敷寛
連玉 舟橋四方田氏 政信
連玉 舟橋四方田氏 政弘
玉 福居愛宕山桑門 月鼠
玉 福居 山鹿
玉 福居西脇長心息女 一一歳

地域 句　集 作者・注記 作者 秋 夏 春
福居２ 玉 福居 岡部氏

玉 福居中野氏 交費
玉 福居山中氏 古木
玉 福居 元春
玉 福居杉田氏母 恵閑
玉 福居釋氏 空仙
玉 福居 恐言
玉 福居有田氏 皆風
玉 福居 蝶女
玉 福居 一声
玉 福居鈴木氏 一成
玉 福居桜井基佐 永仙
玉 寒士軒 一葦母

（海）玉 福居津田氏 屋勝
玉 福居長谷川氏 賀吟
玉 福居隋風内矢野氏 汗流
玉 福居渡部氏 愚吟
玉 福居 任口
玉 福居雨夜氏 茂友
玉 福居浅尾氏 和石
玉 福居飯田氏 鵝毛
玉 福居松平氏内 不知名
玉 福居木田住沙門 甚正
玉 福居杉田氏紅蔦軒 青琴
玉 福居野本氏 露夕
玉 福居森山氏 望心
玉 福居信太氏 武親
玉 福居橋本氏 不迅
玉 福居土田氏 貞能
玉 福居信尋氏 素下
玉 福居久世氏 正倫
玉 福居本多氏 正房
玉 福居本多氏 可楽
玉 福居松平氏 正親
玉 福居大塚氏 正治
玉 福居多田氏 定元
玉 福居多田氏 勝定
玉 福居猿渡氏 止丘
山 福居 慰心
山 福居三原氏 意休
山 福居 意計
山 福居 藤次
山 福居 孝順
山 福居 豊孝
追 福居中村氏 旨峰
連 福居 露貞
連 福居 秀風

91 62 81
大野 越前大野住手塚氏 三英 1

玉 大野手塚氏 三尋
玉 大野 逸重

今庄 越前今庄住山口 正之 1
越前今庄中村氏 忠正 1
越前今庄住上宮寺 真夢 1
越前今庄住 幽谷子 1

玉 今庄山口氏 正盛
1 2 2

越前 越前住 鵝 1
越前上林氏 延雪 1
越前中毘沙門住 宗重 1
越前田中氏 一笑 1
越前小林氏 益依 1

2 2 1
小浜 新連 若州小浜河越氏 今武 1

追 小浜古関氏 宗甫
追 小浜平尾氏 正武
山 小浜小栗氏 勝良
追山 小浜吹田四郎右衛門 舎勝
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地域 句　集 作者・注記 作者 秋 夏 春
府中１ 山新追玉連 松風軒柴垣氏 卜琴 9 3 3

玉 府中塚谷氏 無心 6 1 8
玉 小林氏元的（府中住） 杏仙 2
玉 越府正覚寺内 一祐 1

府中住三田村氏 重値 2
連玉 府中五十嵐氏 不得 4 3 3
連玉 越府正覚寺内・超勝軒 林友 4 2 2
玉 正覚寺内万日堂開山 願入 1 1

晦盲軒府中 闇純子 1 1
府中住長谷川氏 永元 1 1 1

玉 越府住斎藤氏 存子 3 3 1
玉 府中三田村氏 紅友 2 2 3
玉 越府住河合氏 繻心 5 3 1

石川氏 秋水 5 2 6
連玉 府中橋本氏 元政 2 2
連玉 府中増永七右衛門 遠近 1 3

黒川氏府中 宗明 1 1
越前平出之住 信勝 1
府中住塩屋十一才 息 1
府中住石黒氏 正重 1 1 1

連玉 府中住松村氏 重條 1 1
連玉 府中畠山氏 長安 2 1

府中住・忠見氏 不貴 5
連玉 府中住藤井氏 利方 1 1

府中住帆山寺 永俊 2 2 4
府中住磯氏 長之 1 1
府中住三田村氏八才 太郎八 1
越府住宇佐見氏六才 四郎八 1

玉 府中住玉村氏 元久 2 2
府中住永田氏 芳烟 1
府中住 有米母 2
府中住 英春 1 1

玉 府中住宮川氏 昌興 2 4 1
玉 府中住 三易 3 3 1

菅沼氏 不恁 2 1 1
石川氏 依流 1 1

連玉 府中住蜂屋氏 露山 1
越前府住畠中氏 尹貞 1 1

玉 府中伊藤氏 永貞 1 1
玉 府中住金子氏 未明 1 1

府中安孫子氏 磐近 1
玉 府中住高橋氏 盈貞 1 1
連玉 府中住蓮昌寺小僧 良貞 1
連玉 越府上坂氏 真信 1 2 4
玉 府中鈴木氏 貞信 1 2 1

越府住秋田氏 慶充 1
玉 府中住称名寺上人 印叱 1 1

府中住 経王寺 1
玉 府中住中嶋氏 安清 1

府中住 羊歩 1
連玉 府中住正覚寺常住院 風琴 1 2
連玉 府中住佐久間氏 直之 3 2

府中住岡田氏 始入 1
府中住小田十才 亀鶴 1

鄙哉子 1
逸人 養存 2
山本氏 友金 1

連玉 五十嵐氏 不求 1
藤合氏 有貞 1
津賀谷氏 宗定 1
佃氏 蛍光 1
大旗氏 玉心 1

玉 府中住長谷川氏 忠金 1 1
越前府住速水氏 近貞 1
府中引接寺阿闍梨 風葉 1

玉 府中住広庭氏 可長 1
玉 越府住原氏 季之 2

地域 句　集 作者・注記 作者 秋 夏 春
府中２ 玉 府中住宮川氏 昌房 1

越前府林氏 信経 1
府中住藤田氏 重光 1
越府住永田氏 芳雄 1
府中住大津屋九才 鶴松 1

山 府中 玄甫
山 府中藤井氏 久知
連玉 岡本三好氏 衆方
連玉 府中伊井氏 桐琴
連玉 府中尼 朝蛍
連玉 府中梅野氏 政定
連玉 府中松林院 実尊
連玉 府中高田氏 喜入
連 府中 友琴
連 柴垣氏 可々
連 府中河合氏 秀久
連 府中見池氏 安栄息
連玉 府中見池氏 安栄
玉 府中見池氏 季静
玉 府中見池氏 安基
玉 正覚寺善勝院 善察
玉 正覚寺養泉院 秀琴
玉 正覚寺松樹院 松吟
玉 正覚寺安称院 石水
玉 正覚寺常照院 可竹
玉 正覚寺友松院 然提
玉 府中正覚寺宝樹院 良也
玉 正覚寺内平出氏 三永
玉 府中正覚寺小僧 知察
玉 府中大雲氏 室
玉 府中梅野氏 正俊
玉 府中山本氏 安治
玉 府中吉江氏 雲下
玉 府中長谷川氏 家重
玉 府中縣氏道策 奇隠
玉 縣道策息女 雪
玉 府中斉藤氏 喜願
玉 府中五十嵐氏一一才 吉三
玉 府中辰政弟八才 五郎松
玉 府中小木氏 鈍才
玉 府中女 亀女
玉 府中山田氏 吉重
玉 千福速水氏 延貞
玉 岡本三好氏 共方
玉 沢妙行寺 円心
玉 池上瑞龍寺 玄哲
玉 大塩 安立院
玉 大塩山本氏 吉正
玉 大塩橋本氏 貞次
玉 大塩橋本氏 重次
玉 大塩橋本氏 茂英
玉 大塩田中氏 正利
連玉 大塩八幡別当自教院 連海
玉 府中松永氏 陳共
玉 府中横山氏 長次
玉 府中小出氏 長時
玉 府中白天氏 昼月
玉 府中斎藤氏 存長
玉 府中斎藤氏 存延
玉 府中僧 善巴
玉 府中 井蛙
玉 府中丸岡氏 尋庸
玉 府中田辺氏 辰政
玉 府中万日堂 真夢
玉 府中菅山氏 信善
玉 府中全田氏 勝永
玉 府中宇野氏 正次
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地域 句　集 作者・注記 作者 秋 夏 春
府中３ 玉 府中宇野氏 重定

玉 府中宇野氏 重芝
玉 府中大畠氏 秀盛
玉 府中吉村氏 義次
玉 府中萩原氏 季広
玉 府中高橋氏 貞好母
玉 府中紙屋氏 豊次
玉 府中五十嵐氏 豊友
玉 府中松本氏 連朋
玉 府中町村氏 茂昆
玉 府中内海氏 任意
玉 府中石川氏 筒口
玉 府中高橋氏 貞好
玉 府中大嶋氏 秋哲
玉 府中僧 四楽
玉 府中浅井氏 広任
玉 府中杉本氏 交友
玉 府中小泉氏 幸次
玉 府中小部氏 幸琴
玉 府中西川氏 玄清
玉 府中五十嵐氏 元真
玉 府中箕輪氏 久定
玉 府中宇佐見氏 吉殊

90 59 74
東郷 東郷住照恩寺十四才 不明 1 1 1

越前東郷照恩寺 不明母 1
越前東郷住佐藤 布草尊 1 1 1
越前東郷住義沃氏 慶智 1
越前東郷住青山 宗智 1

松岡 玉 松岡住小林氏・言知 調莞子 1
森田 玉 森田住浄因寺 素隠 1

連 森田浄因寺 了祐
玉 森田僧 知電
連玉 御油田演仙寺 義天

金津 金津金谷住沙門 是等 1
玉 金津願泉寺 理海
連玉 金津 貞林
連 金津山口氏 口荊
連 金津 雅友

丸岡住朝陽軒 鸝一 1
丸岡住忠見氏 未達 1
越前丸岡住岡田氏 浮沈 1
越前丸岡住忠見氏 京達 1

玉 丸岡九里氏 風柳子
玉 丸岡楠氏門弥 冬鶯

加戸 玉 越前加戸村住沙門 井蛙 1 1
田ノ谷 玉 大安寺大愚二世 隠嶺
三尾野 玉 越前三尾野村住 加藤氏 1 1
吉江 越前吉江住 陶山氏 1

玉 吉江上田氏 安至
玉 吉江 直正

栃川 玉 栃川住 豊祐 2 1
追 栃川木下氏 元征
追 栃川 延智
○ 栃川木下氏 吉重
○ 栃川木下氏 忠綱継
○ 栃川円福寺 照周
山○ 栃川西野氏 吉歌
追○ 栃川西野氏 吉仲
追○ 栃川 吉秀
追○ 栃川木下氏 知宣

金屋
（朝日） 越前金屋住上坂氏 吉長 1

越知山 玉 越智山 独翁
八田 越前八田斎藤氏 重正 1
漆原 越前漆原住日丸氏 浄悦 4 1
野田 越前野田之住中村氏 久次 1
氏江 夢朋・越前氏江村住 清岸 2 2 2

17 10 11

地域 句　集 作者・注記 作者 秋 夏 春
三国 三国森田氏 己百 4 3 2

玉 三国五十嵐氏 是一 4 3 3
三国腹辺氏 一計 1 2

玉 三国僧昼蛍軒 一相 5 4 2
三国本城氏 少計 1
三国西ノ寺 法水 1 1
滝谷住斎藤 冬葉 1 5
滝谷住高橋氏 是三 1

山 三国境屋 久可 2 3 2
三国昼螢庵 一桐 1
三国住沙門 松葉 2
三国住沙門 古堂 1
三国酒井氏 次親 3 3
三国住室屋 暮三 1 1
同住 鳥白 2 2
三国専立寺 心海 1
三国・吉原氏 一是 1 1
三国竹内氏 末葉 1 7 3
三国朝日田氏 是二 1
三国江波氏 柳葉 1

三国 しゅん
女 1

三国江波 光林 1 2
三国松ケ・まつか 是計 2 1 1

玉 三国 古豊
新保住上野氏 知定 8 7 2
新保 卜世 1
新保 なつ 1
新保住 一海 1
新保住 一應 1

玉 新保住久末米氏 古隆 5 5 5
新保住久末米氏 不出 2 3 2
新保久米氏 道追 1
新保久末氏 つる 1
新保久末氏 久春 1
新保竹内氏 正信 2 1 1
新保武田氏 治之 2 3 2
新保 如白 1
新保住竹内氏 重矩 1 3 3
新保住竹内氏 久嘉 1 1

連 新保住竹内氏 正治 1
新保竹内氏 竹野 1
新保住上林氏 正継 1 4 2

（新保住）久米氏 久陳 4 3 4
新保住久米氏 秀白 1 2
新保住 寛利 1
新保住森氏 辰女 1
新保 元政 1 1
新保上野氏 五一 1 1
新保竹内氏 重矩 1 3

連 新保 幸直
連 新保竹内氏 保歩
追 新保道実氏 葛栄
山 三国 幸雑
山 新保 久末
山 新保 行空
○ 越前新保道実氏 末重

69 73 48
横根 越前横根寺 実秀 1 1
片屋 片屋住光照寺 廻入 1 1

清水頭 玉 清水頭毫摂寺僧都 光幽 1 2
大滝 玉 大滝和泉守藤原氏 吉家

新在家 玉 新在家堀部氏 平次
東谷 越前東谷住本高寺 貞順 1 1
大道 越前大道加藤氏 信之 1

越前大道住川崎氏 重尚 2 1
脇本 越前脇本川崎氏 是重 1

玉 脇本 川崎氏
21 13 18


